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コキアのはなし 2020.10.22 

コキアはアジア原産のヒユ科ホウキギ属の 1 年草です。和名は「ホウキギ」、ホウキグサ

とも呼ばれます。茎を乾燥させてホウキを作っていたためにつけられました。日本には中

国を経由して渡来したと考えられていますが詳しいことは分かっていません。918 年に編

纂された日本現存最古の薬物辞典「本草和名」に記載があることから、かなり昔からあっ

たと思われます。瑞々しい緑色から秋には美しく紅葉するため、観賞用として人気があり

ます。食用に栽培、収穫される実は「とんぶり」の名で知られ、畑のキャビアとも言われ

ています。漢方では薬の材料にも使われます。茎は箒、実は食用と、無駄のない利用価値

の高さから江戸時代には広く栽培されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


